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Restructure of Network System of Gifu Prefectural Museum
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1，はじめに

当館のマルチメディアネットワークムシステムは、従

来のシステムから再開発され、平成14年8月1日に稼働

した。

ここでは新システムの概要や、特徴を説明する。

2，再開発の目的

既に稼働中のマルチメディアネットワークシステム

（Webシステム）及びビデオ・オン・デマンド・システ

ム（VODシステム）を再開発し、以下の内容の向上を

図ることを目的とする。

・ネットワークを利用した来館者及び一般県民・学校

等への博物館情報・学習教材の提供とインターネッ

ト用環境構築、来館者へのマルチメディアの普及啓

発

・コンピュータ及びビデオ関連機器の老朽化による、

県民へのサービスに支障をきたす懸念を考慮し、最

新技術の機器及びソフトウェアを導入することでの

．サービス向上を図る。

また、本システムの導入にともない、次にあげる機能

面の拡充を行う。

・インターネット利用者に提供する動画コンテンツ動

画コンテンツ編集システム

・ホームページやデータベースのコンテンツ改修が簡

便に行うことが可能なシステム

3，システムの概要

図1に新システムの概要図を示す。従来のシステムと

大きく異なる点は

①現在Accessで管理している収蔵品データベースを、

DBサーバ（データベース．）へ直接アップロードで

きること（図1、①に対応）

図1　システム概要
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（Dデータベースのメンテナンス（変更・修正）が、Web

上（担当学芸員のインターネット接続端末）で行え

ること。（図1、②に対応）

（Dビデオ編集装置・エンコーダで動画編集したコンテ

ンツを、MPEG配信サーバへアップロードし、館

内端末（クライアントPC）で参照できること。

（図1、（動こ対応）

④ビデオ編集装置・エンコーダで制作したFlashPix

データを、Webサーバにアップロードできること。

（図1、⑦に対応）

以上の4点が、今回のシステムの特徴となる。

4，機器構成
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・：・：・．・ノ ������ﾈ�V��X��5b�●i●●●ヽ● 叨ｸﾘﾈ�h�xｴYﾙｸｴR�′・：・シ： �� ������ﾈ6ﾒ�-ﾈ��ﾙｸ奉�業務 �>R� 

緩：：：撥 ��(����+�*ﾒ��h�8���������/��H�X�B�㍉ 凵c三上“ �� 亢Xｬ�� 剪�

：′ i：《‘・ 鰐 翻ヽ ��h���b����� �� �� 刋�+2�_�曖� 

祭： ・鷺 減 擬： 穀雑 � � �� �� ��すさ′ ●・シヽ‘ シヽ－′ ��

i 

：ヽヽヽヾ �������� �� ��翳 撥 撥： 凅ﾘ�X�h*ﾘ�R��ﾈ�V��X�h*ﾒ� 

言葉霊鳥霊圏∴∴ 劔� �� 凭｢�-B�帽�b�
発禁滋穀類 

緩　畿 劔凵�� ���� ��：絶 ��8�X5h�h�R�劔 ��兒��Y-H坂��X�8�"�舐�k��b�E�板���

：ヽ ：・．高 ：：●′ ������ ��咽｢��X�X�Xﾝ��b� ��撥 萩溌 畿 撥 ��

；鬱 ������ � ��撥 

撥駿．懸 糊 � 儁H�R��"��� ��h��R�ｬ���iﾙｲ� 

∴翳㌢一・一一閃 劔 估I�靈��驂��綾��ﾘﾂ�
；；；畿 ∴∴：ヾ 溺 剪�俑xｮ�-IDi�ｲ�剌� ヾ・：、 書く ��撚慕 ，：調 綴 緩ま 

∴：∴∴∴∴浩：∴∴ 劔冓∴懸　覇 � 
鷲溺 剪���綴翳懸 ��偸��-B�ﾙｲ���)R�����8�X�"�

舞 鶴 刹B捕殺撚紫綬毅渋・鵬　　　：灘・：・：i： 劔吶� 饗 撥綴畿擬．．懸 

写真1　DBサーバ、Webサーバ、FireWall

写真1はDBサーバ、Webサーバ、FireWallである。

その主な仕様は次の通りである。
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写真2　MPEG配信サーバ
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MPEG配信サーバ

（3）ビデオ編集装置
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写真3　ビデオ編集装置

ビデオ編集装置
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（4）クライアントPC

31

翳務鶉鰐簿毅 撥：：：ま ‘撥滋誓 �&��ﾈ���R�����

貌闘闇醒闇鱗綴綴 　　　議書綴畿； 亢Ywx､ｩ68��淑68��ｧI-IJ飩雹｢�ﾊi[y���)J�-H����X�H�I|(�B�/x�8�N.��h�B��x�h����h�x�8�x�xﾌ��詳報鱗撥撥擬瀦議淡粍 ����>X�X�X�X�V侭z����X�X�X���X�X�Y>Xﾍ��綴撥 � ��

懸擬態 　ゝ 擬 �-I-Hｬ仂�ﾙｸ�H�H�9-IJ��x�x�x�8�8�B�詳総務鸞簿；綬：；緑擬； �)h鉸�-Iﾙｾ<影�6�����x�x�xｵｸ�x�y)X�r�繚撥撥；； �� �� 

楽諒　　・・′・・・：繍　　撥 ′：・：・ 撥網田謂圏寡聞懸 

滋綴；； 潔懸鰯轢燕駿懸蘭懸．擬態． 蹴鞠盤 ・・・瀦：・：鵠：●：〝、滋窺※：・：滋綾灘：鵠i・′′・地；糾． ��h�X���8薊*ｸ�X�R�豫�(R���

澄醜≡躍：蜜 凵@‘※綴瀦発露懸霧藤懸・ 　　　く・ 　　　蒸 揃 運888嗣臆艦：濁音臨終 　　読 鶏鮮鰯絨髄幽艶緒縦畿繕　　　　：鷲：：・：謡蒸留窓覇弱援護 劍ﾚHﾄHﾄHﾄIDhﾙ���ﾉxｿ�柑Fﾉ�ｹﾙ��� 兀����h�R�

調㌢高議翳；※謙※；；； ′・i・：・i 霧藤懸※・ ：；：蛾：；羅i、、“ノi●●“総綴： ■・∴ 撥綴緩認鰯 護懸綴譲緩綴緩繊i搬 劍�X耳耳��>Y���ﾆ��8示�����H�6����X耳�����X�r�����ﾈ冽ﾂ������ｩ��������������*ｸ�X�b�

読経盗誇鷲幾豊：証言浩子i：∴浩子－1－1‥11品詰額詰主星∵　一語証言 

酸緩 諮、 剪�

写真4　クライアントPC（4F）

′： 

寡言言継言．∴・品．・、∴調1品糟糠千言…∴詳言．1㌧・一1㌧．・品．…1．－　　　　　1　　　　　　1　．　　　　　　　　　　　　1品∴綱譲吉・：・‥品撥議讃罷麗 刹]： 紹闇総 

予言寸言∴・∵　二・品告二言二・品二言昔年∴告1日∴丁子∵∵子∴i一一二・一．∴1－．　　－　　　－二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・、1二一 ��・宗・ 

撥鰹 ′ヾ ．シ：・ ′●●●， ��3′・：・： ㍍・：： 少．・：子 〆・一・：・： 

餓： 詳：： 綴 綴 綴 ����

：4 怒 繚了 ．，・．i．鰯 �� ��

…一一 溺懸綴緩緩綴綴・・∴i・i鰯※‥．，躍・ 　　彰 ．．．〟．．浅務撚認護滋．．鍬慈鎮裁縫瑳蒜発議畿発議畿幾縫製 �� ��ﾈ�F��h�H�ﾂ��X�h���X�H�X6ﾘ�B��ﾈﾖf��V��R�

身 境 

譲畿饗灘波幾終盤藻撥滋機器幾人i・”…幾諮弼諾繍”撥饗轍鰯鵜・翳総態緩翻鰭議駿 　　　　　　　薫饗認圏蹴 　　　　　　　鰯・ ��．？・ 嬢 �4ﾉ�x�X�H�X�H�R��X�H�X�H�X�gH�R�

懸騒緩 ∴∴∴一∴∴∴ 　ヾ ‘灘 ふ∴懸∴－ 凵Ft 畿 接 ′・：′ 幾 読簿 ●瀞 駿 撥 ��

務畿 

写真5　クライアントPC（3F）
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5，システムの機能について

図2は今回再構築したシステムの機能一覧である。

（1）VODシステム

VODシステムは、コンテンツ編集、制作を行う。

さらに制作したコンテンツをエンコードして、MPEG

配信サーバへデータを保存する。そして端末からの要

求にしたがって、ビデオ映像を配信する。

（2）Webシステム

Webシステムは、ホームページとデータベースシス

テムに分けられる。ホームページには今回新たなデー

タベース検索機能を設けた。所蔵情報については、人

文・自然分野で、所蔵資料の分類を見直し、新しい検

索項目を追加した。風土情報については、県内の地域

の見直しを行った。具体的な検索の方法については、

後で説明する。

データベースシステムは、所蔵データベースのメン

テナンス機能と、風土情報のメンテナンス機能に分け

られる。ここではアップロードされたDBのデータを

修正・削除したりする。さらに担当学芸員が晴報を更

新するので、利用者のパスワードや利用権限を設定す

る、利用者情報メンテナンス機能も必要となる。

（3）メールサービス

メールサービスは利用者の電子メールアドレスの設

定や、メールに添付されるウイルスの検知、除去など

を行う。この機能は従来と同等で、ソフトはPostOff

iceを使用する。

（4）ネットワーク管理

ネットワーク管理は、アクセスコントロール、認証、

ネットワークアドレス変換、ログの閲覧、絞込み検索

等のネットワーク管理を行う。

マルチガィアネットワークシステムl 

l　　　　　l 

lV調システム　l憫シ粁ム　l 劔 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5r��8��ｸ8ｸ5H���X�X棈6x8��ｸ4�*�?｢�_8���

ビデオ編集Il エンコード ライブラリ管理l 呼オ離l ��冤 

iデータベース擬藷横島 

データベースシステム 

i　　　　　　l　　　　　　　l 

蘭データベースil撒データベースl 劔俟ｨｶx��/ｸ�ﾈ5�7��ｸ5�棈��4�6(7iz3���h棈6X6�5imIm｢�ﾉ6�斡�Eﾆﾂ�

メンテナン摘能l　丸子ナン摘能 

登録機能i　　登離能 

削除接続l職能能l削除接続「 醗能l電新機能1LT閣醐中 

一鞍作成艦！　　一鞍爛繍 

図2　機能一覧
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6，ローカル端末とWebシステム

図3はローカル端末とWebシステムの登録作業フロー

チャートである。

（1）従来の資料登録・公開の流れ

従来までの資料登録は次のような流れで、データベー

スソフトAccessで管理してきた。

l資料受入票発行I J 

I資料登録伺い発行l J 

受入データ処理

登録資料処理

登録資料処理が済んだ資料から、手作業でWeb上の

データベースに入力してきた。

ローカル韓末tAcce重富）
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（2）新システムでの登録・公開の流れ

図3に示すように、ローカル端末（Access）側の処

理は変更ないが、大きく違うのは、その後のWeb公開

処理の方法である。登録決裁を受けた資料をさらに

Web上のDBサーバへアップロードする必要がある。

ただし従来のようにデータの再入力の必要はなく、

Accessのデータがそのままアップロードされるので、

担当者はWeb上でアップロード許可のフラグを立て

るだけでよい。

また、アップロードした後の、Webでの公開・非公

開の設定を行う機能もあるので、アップロードしたデー

タが全て公開されるわけではない。この一連の作業を

示したのが、図3である。
一度アップロードした所蔵情報、風土情報の修正・

削除は全て、Web上で行うことになる。ただし、この

システムで注意しなければならないのは、Webで修正

したデータが自動でローカル端末に反映されないとい

う点である。したがって、担当者はWeb上でデータの

修正・削除を行ったら、必ずローカル端末側でも同じ

作業を行わなければいけないということになる。CSV

データはこのデータを一覧表で確認するためのもので

ある。
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7，検索システム

図4は、今回の再構築に伴い一新した、当館ホームペー

ジのトップページである。親しみのある岐阜県博物館を

イメージできるよう、デザインを大きく変更した。

また図中、「資料案内」と「地域情報」の検索機能は、
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従来のシステムにも付加されていたが、今回の再構築で、

収蔵資料の分類を見直し、わかりやすい検索ができるよ

うに設計を変更した。以下に、検索方法のフローチャー

トを示し、具体的に説明する。
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岐阜県博物館マ）レチメディアネットワークシステムの再開発について

（1）資料案内

トップページの「資料案内」をクリックすると、下図「選択画面」に移行する。

選択画面
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検索結果 ��
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岐阜県博物館マルチメディアネットワークシステムの再開発について

（2）地域情報

トップページの「地域情報」をクリックすると、下図「選択画面」に移行する。

選択画面
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と同一の画面へ
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8，旧サーバ設置場所の活用

江口健治郎
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写真6　旧サーバが設置してあった場所

写真6は旧サーバが設置してあった場所である。現在

は機器を撤去し、デスクトップパソコン10台を設置し、

そのLAN配線を行った。

ここでは、10人までのパソコン講習ができる場所とし

て活用していく。

9，今後の課題

（1）収蔵資料データの分類の見直し

今回の検索機能の更新に伴い、収蔵資料の分類を見

直した。ただし、既に入力済みの収蔵資料データには、

その見直し結果が反映されていない。従って今後は入

力済みのデータに対し、見直しによる分類の変更を行

う必要がある。

（2）ローカル端末とWebシステムとのデータの整合性

すでに説明したように、Web上でデータの修正、変

更を行っても、ローカル端末のAccessデータには自

動では反映されない。現在は、CSVファイルとしてダ

ウンロードし、Accessデータと照らし合わせ、ロー

カル端末側のデータを手入力で修正、変更している。

従って、ローカル端末側でのこの作業を忘れると、

Webシステムのデータとの整合性がとれなくなって

しまう。

これはシステムの再開発に関わる範囲が、ローカル

端末のダウンロード作業には該当しないため、このよ

うになったのであるが、合理的ではなく、できれば

Web上でのデータの修正、変更が、自動でローカル端

末に反映される方が望ましい。

ただし、このようなシステムを構築するには、さら

に予算措置が必要となるので、今後機会を見て予算化

を検討したい。

（3）動画コンテンツの制作とライブラリの充実

高機能のビデオ編集装置を設置したので、それを活

用した制作活動により、動画コンテンツ数を増やし、

動画ライブラリを充実させる必要がある。またビデオ

編集装置の使用に関しては、編集講座を開催するなど

して、県民への開放も検討する必要がある。

（4）公開データの内容充実

Webのデータベース検索で閲覧できる資料の内容

を充実させる必要がある。具体的には、現在当館で取

り組んでいるデジタルアーカイブ化事業で制作される、

鮮明を資料写真を使用して、公開データの内容を充実

させる必要がある。

またWebの公開データも順次増やしていく必要が

ある。

（5）館内LANの拡充

システムの再開発とは直接関係ないが、館内LAN

を拡充し、館内のいろいろな場所での、インターネッ

ト利用を検討する必要がある。ただし、LANの拡充

にも予算措置が必要なので、今後機会を見て予算化を

検討したい。


